
広島大学基金支援 国際地域課題共修プログラム 

マングローブ生態系と持続可能な沿岸開発 

募集要項（2026 年度前期） 

 

1. プログラムの目的 

本プログラムは,海外フィールドにおいて,多様な背景を持つ学生とともに,地域が直面する課題について

現地調査やフィールドワークを行い,グループディスカッションや成果発表などの多文化共修を通じて,課題

を多面的・構造的に捉える力を養い,課題解決に向けた提案に挑戦するプログラムです。本プログラムでは,

「国際共修チームプロジェクト」および「国際共修ワークショップ」の２科目を履修します。 

 

2. コース概要 

渡 航 先 ハサヌディン大学,マカッサル（インドネシア） 

コーステーマ マングローブ生態系と持続可能な沿岸開発 

渡 航 期 間 2026 年 8 月 23 日～9 月 9 日（18 日間） 

※上記期間以外に,事前学習や帰国後のワークショップがあります。 

プログラム内容 ハサヌディン大学の学生と協働し,マングローブ生態系の保全と沿岸地域の持続可

能な開発について,環境・社会・経済の複数の観点から課題探究に取り組みます。 

 

3. コーステーマの背景 

マングローブ生態系は,二酸化炭素を吸収・貯留するブルーカーボンとして注目され,カーボンニュートラ

ルや排出権取引の面でも重要性が高まっています。また,高潮や波浪の影響を和らげる防災・減災機能を

持ち,生物多様性や地域の暮らしを支える基盤でもあります。一方で,沿岸開発や気候変動により減少・劣化

が進んでおり,保全と持続可能な利用の両立が課題となっています。 

 

4. コーススケジュール 

日程 滞在地 主な内容 

8 月 23 日 広島空港→経由地(未定) 出発 

8 月 24 日 経由地(未定)→マカッサル 到着,オリエンテーション,現地学生との交流 

8 月 25 日〜9 月 8 日 
ハサヌディン大学 

マカッサル周辺フィールド 

フィールドワーク,グループディスカッション,成果発表

等 

9 月 8 日 マカッサル→ジャカルタ 出発 

9 月 9 日 ジャカルタ→広島空港 帰国 

※日程及び内容は,現地事情等により変更となる場合があります。 

 

5. 募集対象・人数 

対 象 博士課程前期・後期に在籍する学生（国籍、所属研究科・専門分野は問いませ

ん） 



募 集 人 数 ６人 

 

6. 応募要件 

以下の全ての要件を満たす必要があります。 

(1) 広島大学の修士課程または博士課程に在学する正規生であること（国籍不問） 

(2) プログラム申請時から終了時までの期間中に,休学中又は留学中でないこと 

(3) プログラム期間中,インドネシアへの渡航及び現地での活動が可能であること 

(4) マングローブ生態系や沿岸地域の課題に関心を有していること 

(5) 学業成績が優秀であること 

(6) 英語による基本的なコミュニケーションおよび協働に取り組む意思があること 

(7) 事前学習,現地研修,事後ワークショップを含む全プログラムに参加できること 

(8) インドネシアに渡航可能な査証（ビザ）を取得できること 

(9) 保護者・保証人の同意が得られること（参加決定後に,保護者／保証人による同意・誓約書の提出

を必須とします） 

(10) プログラム終了後のアンケート,成果共有,広報活動等に協力できること（活動写真や成果物等を

Web サイトや SNS 等に掲載する場合があります） 

 

7. プログラム参加費 

プログラム参加費 ５万円 

広島大学基金等による支援により,学生負担額は５万円となっています。プログラム修了後には,報告書

（所定様式）が必要です。広島大学基金室より取材等をお願いする場合があります。プログラムに必要な,航

空券,宿泊費,現地プログラム費の経費の支払に充てられます。 

 

8. 個人が負担する主な費用について 

① 海外旅行保険（必須） 大学指定の海外旅行保険への加入（6～8 千円程度） 

② パスポート申請費用 有効なパスポートを所持していない場合は,各自で申請する必要があ

ります。 

③ 査証（ビザ）取得関連費用 インドネシア入国に必要な査証（ビザ）の取得は,国籍によって必要な

手続きや申請方法が異なります。 

④ 日本国内交通費 

（自宅～空港間） 

集合と解散は広島空港を予定しています。自宅から空港までの交通

費は各自の負担となります。 

⑤ その他費用 現地交通費,食費,お小遣い,任意の予防接種費用等 

 

9. 海外留学支援制度（協定派遣）による支援について 別紙参照 

本プログラムは,独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）による海外留学支援制度（協定派遣）の対象

となる予定です。支給要件を満たし,所定の手続きを行った学生は,留学費用の一部について支援を受けら

れる場合があります。主な対象は日本国籍を有する者又は日本への永住が許可されている者等です。対象

要件,提出書類,締切等の詳細は,別紙「海外留学支援制度（協定派遣）による支援について」を確認してくだ



さい。なお,支援制度の対象とならない場合でも,本プログラムへの応募・参加は可能です。 

 

10. 単位付与について 

プログラム参加者は「国際共修チームプロジェクト（１単位）」,「国際共修ワークショップ（１単位）」の合計２単

位の履修が必須となります。単位認定および評価はシラバスを参照ください。 

 

11. 応募について 

本科目への参加を希望する場合は,以下の応募書類を準備の上,応募期限までにオンライン応募フォームか

ら必要事項の入力および必要書類の提出を行ってください。 

応募期限 2026 年 6 月 14 日（日） 

必要書類 ・英語能力を確認できる書類（PDF または画像ファイル） 

・成績証明書（PDF または画像ファイル） 

提出先 オンライン応募フォーム（志望動機・学修・活動状況の入力が必要です） 

 

                            ※あくまで予定であり,スケジュール内容は変更となる可能性があります 

 

12. 面接審査について 

書類審査を行い，必要に応じて面接審査を実施します。審査は，以下の観点から総合的に行います。 

(1) 書類審査 学業成績,これまでの学修・活動状況及び志望動機について審査します。 

(2) 面接審査 書類審査の結果、必要と認められる者を対象に、志望動機、本プログラムの目的

への理解、英語による基本的なコミュニケーション能力及び協働に取り組む姿勢

について審査します。 

※ 面接の日時については,今後,Teams や大学のメールアドレスにてご連絡をするので,毎日確認してくださ

い。 

 

13. 個人情報について 

本プログラムへの応募に際して収集した個人情報（応募フォーム及び参加申込書に記載された情報）は,

プログラム参加者選考の範囲内で適切に取り扱います。本事業に応募した方は,この個人情報の取扱いに

同意したものとみなします。 

 

14. スケジュール 

5 月 22 日（金） 募集要項公開 

6 月 14 日（日） 応募締切 

6 月 15 日(月)～順次 選考（インタビュー形式の面接） 

 選考結果通知（メールで連絡予定） 

 ※1～2 週間以内にご連絡します 

 

 



15. 留学中の学籍上の取り扱いについて 

本プログラムにより海外留学する場合は,事前に「留学願」を所属学部・研究科の学生支援担当に提出し,

学長の許可を得る必要があります。 

 

16. 海外留学にかかる安全管理について 

海外渡航に必要な手続きや安全管理の詳細は,参加者へ別途案内します。参加者は,大学の指示に従い,

必要な手続きを期限までに行ってください。主な必要事項は以下のとおりです。 

(1) 渡航前オリエンテーションへの参加 

(2) 外務省渡航情報サービス「たびレジ」への登録 

(3) 本学指定の海外旅行保険への加入 

(4) 海外渡航申請システムによる届出 

(5) 渡航先・滞在先に関する安全情報の確認 

外務省 海外安全ホームページ https://www.anzen.mofa.go.jp/ 

たびレジ https://www.ezairyu.mofa.go.jp/ 

世界の医療事情（外務省ホームページ） ttps://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/medi/index.html 

厚生労働省検疫所 FORTH (For Travelers' 

Health) 

https://www.forth.go.jp/index.html 

海外旅行の健康管理 -感染症対策-（広島

大学保健管理センターのページ） 

https://health.hiroshima-u.ac.jp/?page_id=72 

 

17. 辞退等に係る取り扱いについて 

参加決定後,渡航手続き等の開始後は,原則として辞退は認められません。やむを得ない事情により辞退

する場合は,速やかにプログラム担当者へ連絡してください。辞退時点で手配済みの航空券・宿泊等にキャ

ンセル料等が発生する場合は,原則として学生本人の負担となります。個人で手配した費用についても同様

とします。 

 

18. その他 

パスポート・査証について 参加者は,有効なパスポートを準備し,期日までに写しを提出してください。

有効なパスポートを所持していない場合は,早めに申請・更新手続きを行う

必要があります。パスポート申請には住民票等の書類準備や一定の日数

を要するため,余裕をもって対応してください。パスポートや査証（ビザ）等

の取得遅延により参加できなくなった場合,本学は責任を負いません。 

欠席について オリエンテーション,事前学習,現地研修,事後ワークショップを含む全プロ

グラムへの参加を必須とします。自己都合（アルバイトやサークル活動等

を含む）による欠席があった場合は,参加を取り消すことがあります。 

履修について 所属学部・研究科の履修条件や履修上限等を各自で確認し,必要に応じ

て学生支援室や指導教員へ相談のうえ,応募してください。 

変更について 申請内容に変更が生じた場合は,速やかに担当者へ連絡してください。 



中止について 自然災害,国際情勢,航空会社,研修先等の事情により,プログラム内容の

変更または中止となる場合があります。 

携帯電話について 緊急連絡用として,現地で使用可能な携帯電話を各自で準備してくださ

い。 

 

19. 問い合わせ先 

国際室国際部グローバル化推進グループ（西図書館 3Ｆグローバルラーニングセンター） 

メール：glc@office.hiroshima-u.ac.jp  TEL：082－424－2037 
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